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１． 目的 

本要領は、川崎市港湾局発注工事の建設現場において、「段階確認」、「施工状況（出

来形）検査」、「材料検査（確認含む）」及び「立会」を必要とする業務に遠隔臨場を

適用して、受発注者の業務効率化を図るために、必要な事項を定めるものである。 

２． 用語の定義 

（１） 遠隔臨場 

遠隔臨場とは、ウェアラブルカメラ等の動画撮影用カメラにより撮影した映

像と音声を Web 会議システム等の双方向通信を使用して「段階確認」、「施工

状況（出来形）検査」、「材料検査（確認含む）」及び「立会」を行うこと。 

（２） ウェアラブルカメラ 

ヘルメットや体に装着・着用可能（ウェアラブル：Ｗearable）なデジタルカ

メラの総称であり、使用製品を限定するものではない。一般的なスマートフォ

ンやタブレット等のモバイル端末を使用することも可能である。 

３． 対象工事 

 原則として、川崎市港湾局が発注する全ての工事を対象として、受発注者間の協

議により、受注者が希望する場合に実施できるものとする。 

４． 適用の範囲 

本要領は、所定の性能を有する遠隔臨場の機器等を用いて、「川崎市港湾工事共通

仕様書」及び「川崎市土木工事共通仕様書」に定める「段階確認」、「施工状況（出

来形）検査」、「材料検査（確認含む）」及び「立会」を実施する場合に適用する。 

ウェアラブルカメラ等の動画撮影用カメラの機器を用いて、Web会議システム等

の双方向通信を使用することにより、監督員が確認するのに十分な情報を得ること

ができた場合に、臨場に代えることが出来るものとする。なお、監督員が十分な情

報を得られなかったと判断する場合には、受注者にその旨を伝え、改善を図ること

が困難な場合には、通常通り臨場により確認を実施する。 

なお、ウェアラブルカメラ等の使用は、「段階確認」、「施工状況（出来形）検査」、

「材料検査（確認含む）」及び「立会」だけでなく、現場の不一致、事故などの報告

等でも活用が期待されることから、受注者の創意工夫等、自発的に実施する行為を

妨げるものではない。 

（１） 段階確認 

 『川崎市土木工事共通仕様書』に定める「段階確認」を実施する場合におい

て、段階確認一覧【別紙１】に示す「遠隔臨場適用」に記載する項目・内容に

ついて、遠隔臨場を適用することができる。ただし、記載された項目以外につ



いても、監督員と協議したうえで、確認に十分な情報を得ることができると判

断した場合には、遠隔臨場を適用することも可能とする。 

（２） 施工状況（出来形）検査 

 『川崎市港湾工事共通仕様書』に定める施工状況（出来形）検査を実施する

場合において、港湾工事施工状況（出来形）検査一覧【別紙２】に示す「遠隔

臨場適用」に記載する項目・内容について、遠隔臨場を適用することができる。

ただし、記載された項目以外についても、監督員と協議したうえで、確認に十

分な情報を得ることができると判断した場合には、遠隔臨場を適用することも

可能とする。 

（３） 材料検査（確認を含む） 

 『川崎市土木工事共通仕様書』、『川崎市港湾工事共通仕様書』に定める、工

事材料の品質及び検査（確認を含む）を実施する場合において、遠隔臨場を適

用することができる。 

 工場製作工（共通）において、受注者は鋼材にJIS マーク表示のないものに

ついては、ウェアラブルカメラ等の動画撮影用カメラの機器を用いて以下のと

おり確認するものとする。 

     ・鋼材に製造ロット番号等が記され、かつ、これに対応するミルシート等が添付

されているものについては、ミルシート等による品質確認及び現物による員

数、形状寸法の確認 

     ・鋼材の製造ロット番号等が不明で、ミルシート等との照合が不可能なもののう

ち、主要構造部材として使用する材料については、機械試験による品質確認及

び現物による員数、形状寸法確認による材料確認 

     ・上記以外の材料については、現物による員数、形状寸法確認 

（４） 立会 

 『川崎市土木工事共通仕様書』及び『川崎市港湾工事共通仕様書』に定める

「立会」を実施する場合において、遠隔臨場を適用することができる。 

５． 遠隔臨場による段階確認等の実施 

（１） 施工計画書の提出 

 受注者は、監督員と調整のうえ、遠隔臨場の適用（確認する項目・内容・予

定回数）、仕様（使用する機器・アプリケーションまたはサービス）、実施記録

の方法を記載した施工計画書を作成し、事前に提出する。 

（２） 事前準備 

 受注者は、遠隔臨場の実施に先立ち、監督員に「確認・立会願」、「材料検査

願」等、通常の立会いで必要な書類を提出し、実施時間、実施個所（場所）や

必要とする資料等について確認を得ること。 



なお、監督員による確認・立会の実施時間は、監督員の勤務時間内とする。た

だし、やむを得ない理由があると監督員が認めた場合はこの限りではない。 

（３） 機器等の手配 

 受注者は、遠隔臨場の実施に必要な機器の手配や通信環境等の準備を行うも

のとする。また、利用するアプリケーションまたはサービス等の仕様について

は、監督員が保有するインターネット通信が可能な端末等で利用が可能であり、

かつ、監督員の利用に際して通信費以外の費用が新たに生じないものを受注者

が選定する。 

（４） 実 施 

 受注者は、「工事名」、「工種」、「確認内容」、「設計値」、「測定値」、や「使用

材料」等の必要な情報について適宜黒板等を用いて表示する。記録にあたり、

必要な情報を冒頭で読み上げ、監督員による実施項目の確認を得ること。また、

終了時には、確認個所の内容を読み上げ、監督員による実施結果の確認を得る

こと。  

（５） 実施記録 

 受注者は、遠隔臨場が行われた証拠として、通信履歴の画面キャプチャ（写

真）、通信中の監督員の映像を含む写真等のいずれかの記録を行うものとする。

なお、受注者は、遠隔臨場の実施結果及び実施記録を工事打合せ書により提出

すること。 

６． 費 用 

 受注者が行う機材等の手配に要する費用は、別途計上しない。  

７． アンケート調査等への協力 

 今回の試行を通じた効果の検証および今後の課題の抽出のため、受注者や監督員

を対象としたアンケート調査等の依頼があった場合は協力するものとする。 

８． 留意事項 

・受注者は、被撮影者である当該工事現場の作業員に対して、撮影の目的、用途等を

説明し、承諾を得ること。 

・受注者は、ウェアラブルカメラ等の動画撮影用カメラで撮影する場合、作業員のプ

ライバシーを侵害する音声が配信される場合があるため留意すること。 

・受注者は、施工現場以外ができる限り映り込まないように留意すること。 

・受注者は、公的ではない建物の内部等、見られることが予定されていない場所が映

り込まないように留意すること。 

・本要領によりがたい場合は、適宜受発注者間で協議すること。 



 附則 

 この要領は、令和４年１０月１日から施行する。 



段階確認一覧 

種 別 細 別 確認時期 確認項目 遠隔臨場適用 
指定仮設工  設置完了時 使用材料、高さ、

幅、長さ、深さ等 
掘削工  土質の変化した時 土質の変化位置  
道路土工 
（路床盛土工） 
舗装工 
（下層路盤工） 

 ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ実施時 ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ実施
状況 

安定処理工 路床安定処理 処理完了時 使用材料、基準高、
幅、延長、施工厚さ

使用材料 

置換 掘削完了時 使用材料、基準高、
幅、延長、施工厚さ

使用材料 

固結工 薬液注入 
高圧噴射攪拌 

施工時 使用材料、深度、注
入量 

使用材料 

矢板工 
（仮設を除く） 

鋼矢板 
鋼管矢板 

打込時 使用材料、長さ、溶
接部の適否 

使用材料、長さ 

打込完了時 基準高、変位  
既製杭工 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 

鋼管杭 
Ｈ鋼杭 

打込時 使用材料、長さ、溶
接部の適否、杭の
支持力 

使用材料、長さ 

打込完了時 基準高、偏心量  
掘削完了時 
（中堀杭） 

掘削長さ、杭の先
端土質 

掘削長さ 

施工完了時 
（中堀杭） 

基準高、偏心量  

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 杭頭処理状況 
場所打杭 ﾘﾊﾞｰｽ杭 

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ杭 
ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ杭 
大口径杭 

掘削完了時 掘削長さ、支持地
盤 

掘削長さ 

鉄筋組立完了時 使用材料、設計図
書との対比 

使用材料、設計図
書との対比 

施工完了時 基準高、偏心量、杭
径 

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 杭頭処理状況 

（案） 【別紙１】



種 別 細 別 確認時期 確認項目 遠隔臨場適用 
護岸工 法覆工（覆土施

工がある場合） 
覆土前 設計図書との対比

（不可視部分の出
来形） 

基礎工、根固工 設置完了時 設計図書との対比
（不可視部分の出
来形） 

重要構造物 
函渠工（樋門、樋管
を含む） 
躯体工（橋台） 
RC 躯体工（橋脚） 
RC 擁壁 
共同溝本体工 
その他 

 土質の変化した時 土質変化位置  

床掘掘削完了時 支持地盤（直接基
礎） 

鉄筋組立完了時 使用材料、設計図
書との対比 

使用材料、設計図
書との対比 

埋戻し前 設計図書との対比 
（不可視部分の出
来形） 

躯体工 
RC 躯体工 

 沓座の位置決定 沓座の位置  

床版工  鉄筋組立完了時 使用材料、設計図
書との対比 

使用材料、設計図
書との対比 

鋼橋  仮組立完了時 
（仮組立が省略の場合
除く） 

ｷｬﾝﾊﾞｰ、寸法  

ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝＴ桁製作
工 
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ桁組
立工 
ﾌﾟﾚﾋﾞｰﾑ桁製作工 
ＰＣ桁製作工 
床版・横組工 

 ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ 
導入完了時 
横締完了時 

設計図書との対比 設計図書との対比 

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ 
導入完了時 
縦締完了時 

設計図書との対比 設計図書との対比 

ＰＣ鋼線・鉄筋組立完
了時（工場製作を除く） 

使用材料、設計図
書との対比 

使用材料、設計図
書との対比 



港湾工事施工状況（出来形）検査一覧 

工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
浚渫工 ﾎﾟﾝﾌﾟ浚渫工 浚渫完了時 水深（底面、法面）  

ｸﾞﾗﾌﾞ浚渫工 浚渫完了時 水深（底面、法面）  
硬土盤浚渫工 浚渫完了時 水深（底面、法面）  
岩盤浚渫工 浚渫完了時 水深（底面、法面）  
ﾊﾞｯｸﾎｳ浚渫工 浚渫完了時 水深（底面、法面）  

埋立工 固化工 事前混合処理完了時 延長、天端高、天端
幅 

表層固化処理完了時 延長、天端高、天端
幅、厚さ 

埋立工 ﾎﾟﾝﾌﾟ土取埋立完了時 
ｸﾞﾗﾌﾞ土取埋立完了時 
ｶﾞｯﾄ土取埋立完了時 

埋立土工 土砂掘削完了時 
土砂盛土完了時 

地盤高、幅、法長、
延長 

海上地盤改良工 床掘工 ﾎﾟﾝﾌﾟ床掘完了時 
ｸﾞﾗﾌﾞ床掘完了時 
硬土盤床掘完了時 
砕岩床掘完了時 
ﾊﾞｯｸﾎｳ床掘完了時 

水深（底面、法面）  

置換工 置換完了時 延長、天端高、天端
幅、法面 

圧密・排水工 ｻﾝﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ杭打設完了
時 

位置、天端高、先端
深度、砂の投入量 

位置、天端高、先端
深度、砂の投入量 

敷砂完了時 
載荷完了時 

延長、天端高、天端
幅、法面勾配 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾄﾞﾚｰﾝ杭打設完
了時 

位置、天端高、先端
深度、ﾄﾞﾚｰﾝ材の打
込長 

位置、天端高、先端
深度、ﾄﾞﾚｰﾝ材の打
込長 

締固工 ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ完
了時 

位置、天端高、先端
深度、砂の投入量、
盛上り土 

位置、天端高、先端
深度、砂の投入量 

敷砂完了時 延長、天端高、天端
幅、法面勾配 

【別紙２】



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
海上地盤改良工 固化工 深層混合固化処理杭

完了時 
位置、鉛直度接合、
天端高、先端深度、
固化材吐出量、盛上
り量 

位置、鉛直度接合、
天端高、先端深度、
固化材吐出量 

基礎工 基礎盛砂工 盛砂完了時 延長、天端高、天端
幅、法面勾配 

洗掘防止工 ﾏｯﾄ敷設完了時 敷設位置、重ね幅、
延長 

基礎捨石工 石投入完了時（均しを
行わない面） 
荒均し完了時 

天端高、法面、天端
幅、延長 

本均し完了時 天端高、天端幅、延
長 

基礎ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

型枠形状寸法（異
形）、ﾌﾞﾛｯｸ外観（異
形） 

型枠形状寸法（異
形） 

据付完了時 法線出入、間隔、延
長、天端高 

本体工（ｹｰｿﾝ式） ｹｰｿﾝ製作工 摩擦増大ﾏｯﾄ敷設完了
時 

敷設位置  

鉄筋組立完了時 使用材料、設計図書
との対比 

使用材料、設計図書
との対比 

製作完了時（各ﾛｯﾄﾞ毎
及び完了時） 

高さ、幅、長さ、壁
厚、底版厚さ、ﾌｰﾁﾝ
ｸﾞ高さ、対角線、ﾊﾞ
ﾗｽﾄ 

ｹｰｿﾝ進水据付
工 

据付完了時 法線出入、据付目地
間隔、天端高さ、延
長 

中詰工 砂・石材中詰完了時 
ｺﾝｸﾘｰﾄ中詰完了時 
ﾌﾟﾚﾊﾟｯｸﾄﾞｺﾝｸﾘｰﾄ中詰
完了時 

天端高 天端高 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
本体工（ｹｰｿﾝ式） 蓋ｺｸﾘｰﾄ工 製作完了時 天端高 天端高 

蓋ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

据付完了時 天端高 天端高 
本体工（ﾌﾞﾛｯｸ式） 本体ﾌﾞﾛｯｸ製作工 鉄筋組立完了時 使用材料、設計図書

との対比 
使用材料、設計図書
との対比 

製作完了時（各ﾛｯﾄﾞ毎
及び完了時） 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

型枠形状寸法（異
形）、外観（異形） 

型枠形状寸法（異
形） 

本体ﾌﾞﾛｯｸ据付工 据付完了時 法線出入、間隔、延
長、天端高 

中詰工 砂・石材中詰完了時 
ｺﾝｸﾘｰﾄ中詰完了時 
ﾌﾟﾚﾊﾟｯｸﾄﾞｺﾝｸﾘｰﾄ中詰
完了時 

天端高 天端高 

蓋ｺｸﾘｰﾄ工 製作完了時 天端高 天端高 

蓋ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

据付完了時 天端高 天端高 
本体工（場所打式） 場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ工 鉄筋組立完了時 使用材料、設計図書

との対比 
使用材料、設計図書
との対比 

製作完了時 管理基準による  
水中ｺﾝｸﾘｰﾄ工 製作完了時 管理基準による  
ﾌﾟﾚﾊﾟｯｸﾄﾞｺﾝｸﾘｰﾄ
工 

製作完了時 管理基準による  

水中不分離性ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ工 

製作完了時 管理基準による  

本体工（捨石・捨ﾌﾞ
ﾛｯｸ式） 

洗掘防止工 ﾏｯﾄ敷設完了時 敷設位置、重ね幅、
延長 

本体捨石工 石投入完了時（均しを
行わない面） 
荒均し完了時 

天端高、法面、天端
幅、延長 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
本体工（捨石・捨ﾌﾞ
ﾛｯｸ式） 

捨ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

型枠形状寸法（異
形）、ﾌﾞﾛｯｸ外観（異
形） 

型枠形状寸法（異
形） 

据付完了時 法線出入、間隔、延
長、天端高 

場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ工 基礎砕石施工完了時    
製作完了時 天端幅、法線出入、

天端高、延長 
本体工（鋼矢板式） 鋼矢板工 打込完了時 打込記録、矢板壁延

長、法線に対する出
入り、傾斜、法線方
向の傾斜、天端高、
継手部の離脱 

控工 控鋼矢板打込完了時 打込記録、矢板壁延
長、法線に対する出
入、傾斜、法線方向
の傾斜、天端高、継
手部の離脱 

控鋼杭打込完了時 打込記録、杭頭中心
位置、杭天端高、杭
の傾斜 

腹起取付完了時 取付高さ、継手位
置、ﾎﾞﾙﾄの取付け、
矢板と腹起との密
着 

ﾀｲ材取付完了時 
（ﾀｲﾛｯﾄﾞ取付） 

取付高さ、矢板法線
に対する取付角度
及び取付間隔、定着
ﾅｯﾄの締付け、ﾀｰﾝﾊﾞ
ｯ ｸ ﾙのねじ込み長
さ、ﾘﾝｸﾞｼﾞｮｲﾝﾄのｺﾝ
ｸﾘｰﾄへの埋込み、支
保材の天端高 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
本体工（鋼矢板式） 控工 ﾀｲ材取付完了時 

（ﾀｲﾜｲﾔｰ取付） 
取付高さ、矢板法線
に対する取付角度
及び取付間隔、定着
ﾅｯﾄの締付け、定着
具端部栓の取付け、
ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄｼｰｽの取付 

本体工（ｺﾝｸﾘｰﾄ矢
板式） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板工 打込完了時 矢板壁延長、法線に
対する出入り、法線
に対する傾斜、法線
方向の傾斜、天端
高、継手部の離脱 

控工 打込完了時 
腹起取付完了時 
ﾀｲ材取付完了時 

本体工（鋼矢板式）控工を準用 

本体工（鋼杭式） 鋼杭工 打込完了時 打込記録、杭頭中心
位置、杭天端高、杭
の傾斜 

本体工（ｺﾝｸﾘｰﾄ杭
式） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工 打込完了時 本体工（鋼杭式）鋼杭工を準用 

被覆・根固工 被覆石工 石投入完了時（均しを
行わない面） 

天端面  

均し完了時 天端面、法面、天端
幅、延長 

被覆ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 ﾌﾞﾛｯｸ外観（異形）  
据付完了時 延長  

根固ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

据付完了時 延長  
上部工 上部ｺﾝｸﾘｰﾄ工 鉄筋組立完了時 使用材料、設計図書

との対比 
使用材料、設計図
書との対比 

製作完了時 天端高又は厚さ、天
端幅、延長、法線に
対する出入、防舷材
ﾍﾞｯﾄ（岸壁） 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
上部工 上部ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 幅、高さ、長さ、壁

厚、対角線 
幅、高さ、長さ、壁
厚、対角線 

据付完了時 上部工 上部ｺﾝｸﾘｰﾄ工を準用 
付属工 係船柱工 製作完了時 高さ、頭部、胴部、

基礎部 
高さ、頭部、胴部、
基礎部 

据付完了時 天端高、岸壁前面に
対する出入、中心間
隔 
直柱基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 
幅、長さ、高さ 

天端高、岸壁前面に
対する出入、中心間
隔 
直柱基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 
幅、長さ、高さ 

防舷材工 設置完了時 取付高さ、中心間隔 取付高さ、中心間隔 
車止・縁金物工 施工完了時 天端高、岸壁前面に

対する出入、取付間
隔、警戒色 

天端高、岸壁前面に
対する出入、取付間
隔、警戒色 

防食工 電気防食完了時 取付高さ 取付高さ 

ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆完了時 
FRP ﾓﾙﾀﾙ被覆完了時 
ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆完了時 
防食塗装完了時 

取付高さ及び被覆
範囲 

取付高さ及び被覆
範囲 

付属設備工 係船環設置完了時 取付位置 取付位置 

消波工 洗掘防止工 ﾏｯﾄ敷設完了時 敷設位置、重ね幅、
延長 

消波ﾌﾞﾛｯｸ工 製作完了時 型枠形状寸法（異
形）、ﾌﾞﾛｯｸ外観（異
形） 

型枠形状寸法（異
形） 

据付完了時 延長  
裏込・裏埋工 裏込工 石投入完了時（均しを

行わない面） 
天端高、幅、法面  

均し完了時 延長  

ﾏｯﾄ敷設完了時 敷設位置、重ね幅、
延長 

裏埋工 材料投入完了時 地盤高（陸上・水中
部） 

裏埋土工 土砂掘削完了時 
土砂盛土完了時 

地盤高、幅、法長、
延長 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
陸上地盤改良工 圧密・排水工 ｻﾝﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ杭打設完了

時 
位置、天端高、先端
深度、砂の投入量 

天端高、先端深度、
砂の投入量 

敷砂均し完了時 
載荷完了時 

延長、天端高、幅、
法面勾配（陸上部・
水中部） 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾄﾞﾚｰﾝ杭打設完
了時 

位置、天端高、先端
深度、ﾄﾞﾚｰﾝ材の打
込長 

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾏｯﾄ敷均完了時 延長、天端高、幅、
法面勾配（陸上部・
水中部） 

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾄﾞﾚｰﾝ杭打設完
了時 

位置、天端高、先端
深度、砕石の投入量 

締固工 ﾛｯﾄﾞ引抜き完了時 位置、天端高、先端
深度、充填材の投入 

ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ完
了時 

位置、天端高、先端
深度、砂の投入量、
盛上り量 

天端高、先端深度、
砂の投入量 

盛上土砂撤去 撤去量  
固化工 深層混合固化処理杭

完了時 
位置、鉛直度接合、
天端高、先端深度、
固化材吐出量、盛上
り量 

鉛直度接合、天端
高、先端深度、固化
材吐出量 

敷砂完了時 延長、天端高、幅、
法面勾配（陸上部・
水中部） 

事前混合処理完了時 延長、天端高、天端
幅（陸上部・水中部） 

表層固化処理完了時 延長、天端高、天端
幅、厚さ 

土工 掘削工 土砂掘削完了時 地盤高、幅、法長、
延長 

盛土工 土砂盛土完了時 地盤高、幅、法長、
延長 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
土工 路床盛土工 盛土完了時 高さ、幅、延長 高さ、幅、延長 

法面工 盛土完了時 地盤高、幅、法長、
延長 

舗装工 
（道路舗装工） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工 下層路盤完了時 高さ、厚さ、幅、延
長 

高さ、厚さ、幅、延
長 

上層路盤完了時 厚さ、幅、延長 厚さ、幅、延長 
舗装完了時 厚さ、幅、延長、平

坦性 
厚さ、幅、延長、平
坦性 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 下層路盤完了時 高さ、厚さ、幅、延
長 

高さ、厚さ、幅、延
長 

上層路盤完了時 厚さ、幅、延長 厚さ、幅、延長 
基層完了時 
表層完了時 

厚さ、幅、延長、平
坦性（表層のみ） 

厚さ、幅、延長、平
坦性（表層のみ） 

維持補修工 維持塗装工 係船柱塗装完了時 
車止塗装完了時 
縁金物塗装完了時 

塗装個所  

防食工 電気防食完了時 電位測定 
取付位置（潜水士に
よる） 

電位測定 
取付位置（潜水士に
よる） 

FRP ﾓﾙﾀﾙ被覆完了時 取付高さ（被覆範
囲） 

取付高さ（被覆範
囲） 

ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆完了時 取付高さ（被覆範
囲） 

取付高さ（被覆範
囲） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆完了時 高さ（被覆範囲） 高さ（被覆範囲） 
防食塗装完了時 高さ（被覆範囲） 高さ（被覆範囲） 

構造物撤去工 取壊し工 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し完了時 幅、高さ、延長、外
観 

撤去工 水中ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去完了
時 
鋼矢板等切断撤去完
了時 
舗装版撤去完了時 
石材撤去完了時 

幅、高さ、延長、外
観 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
構造物撤去工 撤去工 ｹｰｿﾝ撤去完了時 

ﾌﾞﾛｯｸ撤去完了時 
鋼矢板・H形鋼杭引抜
き撤去完了時 
腹起・ﾀｲ材撤去完了時 

形状寸法、外観  

仮設工 仮設鋼矢板工 仮設鋼矢板・H形鋼杭
打込完了時 
（指定仮設に限る） 

矢板天端高、根入長

仮設鋼杭・鋼管矢
板工 

先行掘削 位置、掘削長、掘削
深度、掘削径 

鋼杭打込完了時 
（指定仮設に限る） 

打込記録、杭頭中心
位置、杭天端高、杭
の傾斜 

鋼管矢板打設完了時 
（指定仮設に限る） 

打込記録、矢板壁延
長、法線に対する出
入り、法線に対する
傾斜、法線方向の傾
斜、天端高、継手部
の離脱 

仮設道路工 施工完了時 
（指定仮設に限る） 

舗装工 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工及びｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工
を適用する 

雑工 現場鋼材溶接工 現場鋼材溶接完了時 のど厚、脚長、溶接
ひずみ、有害な欠陥
の有無 

被覆溶接（水中）完了
時 

のど厚、脚長、溶接
等外観 

ｽﾀｯﾄﾞ溶接（水中）完
了時 

のど厚、脚長、溶接
等外観 

現場鋼材切断工 切断完了時 形状寸法、外観（目
視による観察） 

その他雑工 清掃完了時 幅、長さ、延長、外
観 

削孔完了時 形状寸法、外観 形状寸法、外観 



工 種 種別（項目） 検査時期 確認項目 遠隔臨場適用 
道路舗装工 道路付属工 縁石設置完了時 高さ、総延長 高さ、総延長 

区画線及び道路標示
塗装完了時 

幅、長さ 幅、長さ 

道路標識設置完了時 高さ 高さ 

防護柵設置完了時 高さ、延長 高さ、延長 

緑地工 植生工 張芝完了時 
筋芝完了時 
播種完了時 
種子吹付完了時 

材料の使用数量、長
さ、幅（面積）、植生
状況 

植栽完了時 材料の使用数量、樹
高、枝張り幅、幹周
り、植付け状況 



川崎市港湾局建設現場の遠隔臨場に関する試行アンケート 

記入日 令和 年 月 日 

件 名  

会社名  

現場代理人  

連絡先  

遠隔臨場を 

実施した業務 

アンケート 

１．遠隔臨場の実施にあたって工夫した部分、又は、苦労した部分 

２．遠隔臨場により業務を効率化できた時間 

     〇〇業務 ： 〇〇〇分       

     〇〇業務 ： 〇〇〇分       

３．その他、意見・要望等を記載ください 

工事完成届提出後１４日以内に監督員に御提出ください。 


